
キ|〕
桜
の
名
所
に

い
無
料
駐
車
場

イ
　
　
八
王
子
・滝
山
城
跡

一

国
史
跡
で
桜
の
名
所
と
し
て

も
知
ら
れ
る
八
王
子
市
の
滝
山

城
跡
に
無
料
の
観
光
駐
車
場
が

完
成
し
た
。
２．
日
に
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
で
祝
っ
た
地
元
関
係
者
は

観
光
客
の
増
加
に
期
待
を
寄
せ

一
¨
¨
¨
〔
郷
・ 条
庫
鳳
獄
瀬
」

め
た
城
で
、
中
世
の
山
城
を
鼻

蔚
燿
跡
賤
忘
醐

子
城
跡
が
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う

一
方
、
滝
山
城
跡
は
駅
か
ら
違

だ

っ
た
。
地
元
の
町
会
自
治
会

連
合
会
会
長
の
大
沢
敬
之
さ
ん

（
６８
）
は

「駐
車
場
は
長
年
の
悲

願
だ

っ
た
。
ぜ
ひ
多
く
の
人
に

来
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

山
中
に
あ
る
約
５
千
本
の
桜

は
４
月
初
旬
に
見
頃
を
迎
え
る

見
込
み
だ
。

４
月
４
日
に
は

「桜
祭
り
」
が
開
か
れ
る
。

2015年 (平歳27年)3月 21日 (土曜日)
滝山城跡の、

滝
山

念
願
の
駐
車
場

八
王
子
市
が
国
史
跡

「
滝
山
城
跡
」
近
く
に
整
備
し
て
い
た
無
料
の

「
滝
山
観
光
駐
車
場
」

（丹
木
町
三
）
が
二
十
二
日
、
オ
ー
プ
ン
す
る
。
戦
国
時
代
の
空
堀
や
土
塁
な
ど
が
残
る
城
跡

は

「
都
立
滝
山
公
園
」
と
な

っ
て
お
り
、
サ
ク
ラ
の
名
所
で
も
あ
る
が
、
専
用
駐
車
場
が
な
い

た
め
利
用
し
に
く
か

っ
た
。
駐
車
場
開
設
を
機
に
、
市
と
地
域
住
民
ら
は
観
光
Ｐ
Ｒ
に
も
力
を

入
れ
よ
う
と
、
二
十

一
日
に
は
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
く
。
　
　

　
　

　
　

　

（
村
松
権
主
麿
）
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滝
山
城
跡
は
Ｊ
Ｒ
八
王
子
駅

の
北
約
四

ロ
キ
。
北
を
多
摩
川
、

南
を
滝
山
街
道

（国
道
４
１
１

号
）
に
は
さ
ま
れ
た
丘
陵
地
に

あ
る
。
駐
車
場
は
二
十
九
台
分

で
、

「
丹
木
町
三
丁
目
」
交
差

点
角
に
設
け
ら
れ
る
。
利
用
時

間
は
午
前
九
時

～
午
後
五
時

（十

一
～
二
月
は
午
後
四
時
ま

で
）
。
市
は
用
地
取
得
と
整
備

費
約
八
千
万
円
を
計
上
し
た
。

現
地
で
ガ
イ
ド
や
保
存
活
動

を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「滝

山
城
跡
群

・
自
然
と
歴
史
を
守

る
会
」
理
事
長
の
西
山
富
保
さ

ん
↑
じ
は
、
駐
車
場
完
成
に
つ

い
て

「
気
兼
ね
な
く
来
て
も
ら

え
る
。
城
跡
と
自
然
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
」
と
歓
迎
す
る
。

滝
山
城
は
十
六
世
紀
半
ば
、

小
田
原
を
拠
点
と
す
る
大
名

・

北
条
氏
康
の
支
配
下
と
な
り
、

三
男
の
氏
照
が
入
城
。
傾
斜
が

緩
や
か
な
南
か
ら
の
攻
撃
に
備

え
、
空
堀
や
土
塁
、
敵
を
迎
え

撃
つ
平
た
ん
な

「
曲
輪
」
な
ど

を
緻
密
に
配
置
し
た
。
そ

の

後
、
氏
照
は
鉄
砲
な
ど
の
攻
撃

に
備
え
や
す
い
山
城
の
八
王
子

城
を
築
い
て
移
り
、　
一
五
九
〇

年
に
豊
臣
秀
吉
に
よ
り
滅
ぼ
さ

れ
た
。

廃
城
と
な

っ
た
滝
山
城
跡
に

建
物
は
残

っ
て
い
な
い
が
、
開

発
を
免
れ
た
遺
構
の
保
存
状
態

は
良
好
と
い
う
。
市
文
化
財
課

の
新
藤
康
夫
学
芸
員

後
じ
は

「
実
際
に
歩
く
と
、
土
塁
と
空

堀
が
何
重
に
も
築
か
れ
、
空
堀

を
土
橋
で
分
断
し
て
敵
の
侵
攻

を
食
い
止
め
た
り
し
た
工
夫
が

よ
く
分
か
る
。
歩
い
て
面
白
い

貴
重
な
城
跡
」
と
説
明
す
る
。

二
十

一
日
は
午
前
十
時
～
午

後
零
時
半
、
和
菓
子
な
ど
が
販

売
さ
れ
、
豚
汁
と
甘
酒
が
振
る

舞
わ
れ
る
。
こ
の
日
の
来
場
者

用
駐
車
場
は
龍
源
寺

（加
住
町

一
し

。
イ
ベ
ン
ト
後
、
守
る
会

が
城
跡

の
無
料
ガ
イ
ド
を
行

う
。
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